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夏

国
見
夢
ま
つ
り

８月２日､ 藤 田 商店 街 で国 見夢ま つりが

行 わ れまし た｡ 遅い 梅雨 明けと 同 時の 夏

祭り で､ 暑さに誘 われ多くの人 が訪 れまし

た 。会 場 では 露 天を 始め 様々 な イベント

が行 われ｡ 人気を集め まし た｡ 子供 みこし 、

浴 衣コ ンテ スト に続き 今 年はよ さこい が

行 わ れ､ 町 内 外９チ ーム の 迫力 の ある 踊

りが 繰り広げられまし た。

伊達地方任意合併協議会スタ ート……………２
家庭用便用済パソコンの回収方法が変わる･･･３

交通キャン ペーン………………………………４

住基本ネット第２次サービスの開始につい……４
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生涯学習つうしん………………………………1２



合併協議会
の

うごき

７
月
４
日
に
設
立
さ
れ
た
合

併
協
議
会
は
、
１
か
月
余
り
が

経
過
し
、
1
7年
３
月
合
併
へ
向

け
て
の
動
き
が
本
格
化
し
て
き

ま
し
た
。
協
議
会
の
組
織
、
役

割
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
各
町

の
事
務
事
業
の
現

況
調
査
等
の
作
業
に
入
り
、
本

年
1
2月
の
法
定
協
議
会
へ
の
移

行
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

協議会は毎月1回程度開催され、

必要に応じ助役･ 主 管課長 等

による｢ 幹 事会｣ 、各 課長･ グ

ル ープリーダー等 による｢ 専

門部会･分科会｣ が開かれ､ 議

案 の調整 や各分野での専門的

協議が行われます。

伊 達 地 方 任 意 合 併 協 議 会

町長､ 議会議 長､ 学識経 験者(36 名)　

Ｃ事務事粟現;ｇ●●･朧塁 ○合併に関する協定

○新市鑪設計圖の作成 ○皿

幹　亊　会
9 町助役. 総務･ 財 政･ 合併担当 課長(30 名)

○喰毒僉付糶礬裏の輿讎 ○協齏会運営の総合曩醫
○各種スケジュール調整 ○専門部会調整等

専 門部 会( 担当 課長 等)･ 分科 会( 担当 係長 等)【9部会､32分科会】

事 務 局

(11名)
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こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

第
一
回
情
報
電
算
分
科
会

� 第
二
回
常
任
幹
事
会

� 専
門
部
会
（
建
設
・
水
道
）（

教
育
・
文
化

）

� 専
門
部
会
（
保
健
・
福
祉
）（

産
業
）

� 専
門
部
会
（
情
報
電
算
）（
住
民
生
活

）

� 専
門
部
会
（
議
会
・
総
務
・
企
画
）（
財
政
・
税
務
）

� 第
一
回
幹
事
会

� 第
一
回
常
任
幹
事
会

� 任
意
合
併
協

議
会

事
務
局
開
設

� 任
意
合

併
協
議
会
設
立
総
会

事
務
事
業
現
況
調
査

現
在
協
議
会
事
務
局
と
伊
達
９
町
で
は
、
合
併

に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
精
力

的
に
事
務
を
進
め
て
い
ま

す
。
９
町
が
合
併
す
る
た
め
に
は
、
各
町
異
な
っ

た
事
務
事
業
を
洗
い
出
し
、
す
り
合
わ
せ
を
行

い
、

同
じ
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

す
り
あ
わ
せ

が
必
要
な
事
務
事
業
は
、
現
在
約
２
、

０
０
０
項
目
が
挙
げ
ら
れ
、
各
町

ご
と
に
洗

い
出

し
を
し
て
お
り
、
今
後
「

匸
兀
化
基
本
方
針
」
の

も
と
、
専
門
部
会
・
分
科
会
で
の
す
り
合
わ
せ
鯛

整
に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
事
務
事
業
現
況
調
査
は
、「
合
併
に
関
す
る

協
定
」
や
、
新
市
建
設
計
画
の
基
礎
資
料
と
な
る

も
の
で
す
。

第
二
回
協
議
会

第
二

回
協
議
会
は
八
月
二
十
二

日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
な

ど
は
次
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



家庭用の使用済み
パソコンの
回収方法が変わります。

10月１日から家庭用の使川 済みパソコンは

「資源有効利用促進法」にもとづ き、再資源

化を 一屑進め るため パソコ ンメー カーによ

る回収･ 再資源化が 行われることになり まし

た。

い ままで､ 家庭川の使川済みパソコンは粗

大ゴミとして町が回収しており ましたが、10

月1［Iから は排出 者が直接 メーカ ーへ引 き

渡すことになります｡

●対象となるパソコンは

家 庭か ら排出 されるデ スクトッ プ型 パソ

コン､ 表示装置( ブラウン管式ま たは液晶式) 、

ノートブッ クパソコンが対象となります。

●回収方法は

排出者(消費者)が直接 メーカ ーへ申込 み、郵便局が窓口となってメーカーへ引き渡し ます。

回収申し込み

メーカー所111方法により

リサイクル料金ｔ 払

ゆうパック伝●決付

梱包 して 持 ち 込 み(

ゆうパック伍票添付)

集めた使用済みパソコンを
メーカーにＥ 決 －

メーカーの処理
工場で再資源化

回収
方法

●リサイクル料金は

回収･再資源化 する ための費用として、メーカ ー別、種類別にリサイ クル料金が設定され、回

収申込みのときに排出者 が負担 することになり ます。

※リサイクル料金は、ほぼ各社と も次の料金（消費税別）が設定されてい ます。

デスクトップ　
パソコン　　

本体 �

ノートブック　
パソコン �

ブラウン管式

ディスプレイ �　

ブラウン管式　
ディスプレイ
一体型パソコン �　

液晶型

ディスプレイ �　　

液晶型　

ディスプレイ
一体型パソコン

3,000円 �3.  |円 �4,(XX 〕円 � 生 OOOi円 �3  ､ 网 |円 �3.  |円

詳しくはパソコンリサイクルの ホームペ ージ　httpy/Ｗ　ＷＷ.pC3｢･jp　をご覧下 さい。

問い合わせ先　住民生活課　住民グループ? ？585－2116



夏

の

交

通

事

故

防

止

み
や
ぎ
・
ふ
く
し
ま
県
境
作
戦

「
び
一
の
交

通
叺
ｆ
故

防

眼

県
民

総
ぐ
る
み
運
助
」
期

川
中

の
７
月
1
8
日

。
宮

城

県
白
石

地
区
と
川
見

・
桑

折
地

区
の
合
同
で
交

通
丿

故

防

齔

キ

ャ

ン

ペ
ー

ン

「
み
や
ぎ
・
ふ
く
し
ま
県

境

作

職
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

県

を
超
え
て

の
収

り
組

み
は

３
川
川
で

、
今

年
は

国
見

町
の
国
道
四
‥
ゲ
ド
り

線

の
チ
ェ
ー
ン
着
脱

所
で

行

わ
れ
ま
し
た

こ

の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に

は
冨

永
国
見
町

災
、
林
Ｅ

桑

折
町
長
、
川

岸
白
石

亟

艮
、
桑
折

・
自
石
両
警

察
桝
長

、
竹
内
の
交

通

団
休

関
係
者

約
１
７
０

名

が
参

加
し
て
行

わ
れ

ま
し
た
．

参

加
者
は
、
辿
行

申

両

１
台
一

台

に
、
レ
ジ

ャ

ー
嘔

故
防
止
広

報
、

交

通
安
全
桃
と
宮

城
県

じ

ヶ
宿
の
自

炭
、
マ
ス

コ

ッ
ト
「
事
故

ぼ
う
し

君
」

を
配
り

な
が
ら
、

ド
ラ

イ
バ
ー
に
安
全

運

転

を
呼

び
か
け
ま
し
た
．

桑

折
地
区

か
ら
は
．
桑

折
発

祥
の
自
転
収

「
ミ

一
儿
巾

」
。
白
石

地
区

か
ら
は

甲
胄
工

房
片
介
塾

の
甲
Ｗ

武

矜
が
特
別
川

演
。
キ
ャ

ン

ペ
ー
ン
に
彩
り

を
添
え

ま
し
た
。。

街頭啓発交通安全
キャンペーン

７月16日､ ＪＲ藤田駅前で国見町交通対

策協議会及び桑折警察署共 催による街

頭啓発活動を行いました｡乗降客やドラ

イバーの皆さんに､交通安全をＰＲ する

チラシやポケット ティ シユを配布し交

通事故防止を訴えました。

12月31日までの６ヶ月間

高齢者交通事故防止
強化運動

自宅付近の道路での

いきなり横断要注意!!

平成15年８月25日

住基ネット 第２次サービスが開始されます
昨年８月に始まった「住民基本台帳ネットワークシステム第１次サービス」により、

行政機関への申請や届出に住民票写しが不要となる等利便が図られています。（パスポ

ートの申請、共済年金受給現況届、恩給権申し立て等）

さらに本年８月25日から「第２次サービス」が開始され、住民票の写しの広域交付

や転入転出の手続きが簡素化されます。

・住民 票写しの広域交付

全国どこの市町村でも住民票の写し(本人や同一世帯の家族)の交付が受けら れます。

・転入転出手続きの簡素化

①住んでいる市町村へ郵送により転出届を行います。

②住民基本台帳カードを引越し先の市町村窓口に提示し、転入届をします。

・住民基本台帳カードの交付

希 望さ れ る場 合 は 、住 所 地の 市 町 村窓 口 への 申 請 が必 要戻徊J

‥E卩鑑 が必 要で す 。　　　　　　　　

諤

こ

万住 基ネ ッ トで の 本人 確 認 に利 用 し ます 。　　　　　IEj･l

‥=写 真 付カ ード の 場 合は 、 公的 証 明 書と し ても 利 用 でき ま51ば“一一

(申 請時 に 写 真入 又は 写 真な し に する かを 選べ ま す｡)

交 付手 数 料　 １件500 円

1１ｎ 匸1※現在お持ちの「町民カード」は「住民基本台帳カード」とは異なります。

問い合わせ：国見町住民生活課住民グループ　フ?585 ｰ 2115



高
齢
者
等
の
財
産
と

福
祉
を
め
ぐ
る
電
話
相
談

福
鳥
県
司

法
ぶ
士
会
で
は

「
第
匕
回
高

齢
者
等
の
財

産
と
福
祉

を
め
ぐ
る
相
談

会
」
を
、
次
の
要

領
で
開

椛
し
ま

す
。
世
話
に
よ

る

相
談

の
ほ
か
、
会

場
で

の

面
談

に
よ
る
相
談
も

お
受

け
し
ま
す
。

お
気

軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号

…
｛
５
３
３

｝
5
6
7
8

▼
日
時
・：
九
川

卜
三
日

及
び
卜
四

日
　

午

前
十
時

か
ら
午
後
四

時
ま

で
▼
面
談
場
所

…
柵
鳥

県

司
法
占
士

会
館

（
福
鳥

巾

新
浜
町

六
冊

こ
卜
八
‥
ゲ
）

▼
相
談
内

容
…
不

動
産
に

関
す

る
こ
と
か
ら
福

祉
、

介
護

、
人
権
、
年
金
等

新
有
権
者
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

新
有
権
者
の
杵
さ
ん
、

県
内
の
仲
問
と
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

県
内
の
新
右
権
者
が
、

集
い
、
成
人
と
し
て
必
要

な
政
治
・
経
済
・
文
化
の

学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
期
日
・：
９
月
2
7日
（
上

）

～

茫

日

）
▼
会
場
・
：
川
を

磐

梯
青
年

の
家

（
猪

時
代

町

）
▼
参
加
資
格

…
1
9歳

か
ら
2
4歳

の
み

（
H
1
5
・

４

・
Ｉ
現

在
）

▼
参

加
費

用

…
無
料

希
望
さ
れ

る
方

は

８
月
2
9
日

ま
で
次
へ

お

申

し
込

み
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込

み
、
問
い
合

わ

せ
・：
国

見
町
選
挙

竹
理
委

Ｈ

会

？

５
８
５
）
2
1
1
2

義経まつり　出演(武者等)大募集

９月23日（くにみの日）に行われる義経まつりの武者

行列に出演していただける方を募集しています。ふるっ

てご応募ください。

募 集人 員　 武 者役11名（ 騎馬武者10 名　 弁慶 役１名）

姫 役２名　　 女 武者 ６名

＊ 応募資格

・原則国見町に居住している方、もしくは国見町にあ

る事業所等に勤務されている方。

・当日は着替え等の準備がありますので9 :30頃～17:

O()頃まで参加 できる方。

・源義経 役 及び 源頼 朝役に つ

い ては 、若い 方に お 願いし た

い と考 えて いま すの で積 極的

な 応募をお 待ちしており ます。

応募 者多 数の 場合 の決定 及

び配役 は 実行委 員会 で行 い、

結 果はご本人 にご通 知し ます。

＊応 募方 法　 ご希 望 の方 は、

ハガキまたはe-mail にて住所 、

氏 名、 年齢 。電話 番 号と 希望

する役柄( 武者、姫、女 武者)

を 記載の うえ、国 見 町まち づ

く り推進 協会事務局 （企画財政課 ）まで。

＊募集期限　８月29日(金)当日消印有効

詳しくは、下記までお問合せください。

問い合せ・参加申込先

国見町企画財政課企画財政グループ

(国見町まちづくり推進協議会事務局)

一 四 27  -2181

mail:kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

敬
老
会

本
年
度

の
敬
老

会
は
、
９
月
1
3～
1
6
日
の
四
日
問

に
か

け
て

、
町

内
五

ヶ
所

で
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
地
Ｋ

の
特
性
を
活
か
し

、
身

近
な
地
区

の
方

々
の

ご
協
力

に
よ

り

行
な
わ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
こ
し
下

さ
い
。
7
2歳
以

上
の
約
千

八
白
名

の
方
へ
ご
案
内

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
開

催
日
時

、
場
所

は
次

の
と

お
り
で
す
『
。

お
問

い
合
わ
せ
　

保
健
柵
祉

課
柵
祉

グ
ル
ー
プ

ｇ
５
８
５
－
2
7
9
3

日　　　　　 程

地 区 � 日　　　 時 � 場　　　 所 �対象者数

藤 田 �　　　 ９月13日(土)10 CX}
から(板喘町内会含む} �

吸月台艾化センターポール �7詞人

小 坂 �９月15日廁）H α3から � 小吸小７咬体同皿 �268人

森江野 � ９月14日(  日 ､ 10､α)から � ａ江野司眤センター体閂匐 �354人

大木戸 �９月14日旧｝11 CX）から � 大木戸小字校休町館 �279人

大 技 �９月16印池10 C蜀から �岡兄臾彫高齢ａ 罵性化センター体网館 �158人
く対命魯款Lj、7月24日現在:



7
月
の

グ
ラ

ビ
ア

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第56回県民スポーツ大
会県北大会へ出場の決ま

ったドリーム(家庭バレ
ーポール蚣国見ソフトテ

ニスクラブ(ソフト テニ

スＥ 滝川(壮年ソフトポ

ール)の各チームへ､冨永

町長から激励金が手渡さ

れまし た｡国見ソフトテ
ニスクラブは｡三位入賞

と｡大健闘しました。子
供
た
ち
の
た
め
に

お
手
玉
作
り

生き がいデイサービスでは ．社会参加活

動とし て伝承遊び道具を子どもたちへ贈ろ

うと ，お 手玉 作りに取り組 みまし た．「あ か

さか ，あかさかのかんこ 花 ．花屋はこ こと

（I九 ，十D･で ，ひ一ふ一みーよ･ ‥ ）次々

に遊び歌や昔話が披露されるなか一針一針

縫い上げられて. 色とりどりの310個のお手

玉が ，藤田保育所と各季節保育所の園 児に

届けられまし た．

防
火
思
想
の

普
及
に
一
役

県婦人防火クラブ連絡協

議会総会がこのほど開催さ

れ、森江野地区婦人防火ク

ラブ（菅井昭子会長）が優

良クラブとして会長表彰を

受けました。日頃の防火思

想の普及活動が認められて

の受章です。

七
夕
ま
つ
り

藤田保育所では｡ 園児‐ 人一人の 願い や夢

を短冊に記し て｡ みんなで七夕 飾り をつくり

まし た｡ ワ月４日の 七夕 まつり では 。お 話や

紙芝居により七夕の由来を聞き､ 歌やお遊戯 。

会食をし まし た。

園児たちの夢は「アパレン ジャー」や「ナ

ージ ャ」など のテレビヒ ー囗一になること。

子供らし い夢を微笑ましく 思いな がら､ 子供

たちの健やかな 成長を霍に 祈り ます。

第
1
1回
国
見
歌
謡
祭

国見歌謡連合会（遠藤仁一会長）が主催す

る ，第11回国見歌謡祭が７月13日 。観月台文

化センターにおいて開催さ れ,スポットライ

ト を浴びながら約100組 が登増 。プ 囗顔負け

の鮪唱に花束や拍手が贈ら れまし た。「愛の

チャリティ」とし て ，遠藤会長 から冨永网長

へ福祉事業への収益金が手渡さ れまし た。



深まる友情 小坂 小と 静岡・西気賀 小

小坂小５年生が静岡の友のもとへ

小 坂 小学 校の ５

年生Ｈ名 は､７月26

日か ら １泊２日 の

日札で 肝岡県 引佐

郡細江 町、浜 名湖

畔 にある 丙気 賀小

学校を訪れ ました｡ 両 校の 交流 は】6年前より始 まり，

児童の 訪問 は８年前より行われてい ます 。

･行は新幹線で浜松駅へ， 校艮 先生をはじめＰＴＡ

の方々の川迎えを受け ました,I,内 気貿小の みなさんは

枚舎で小坂小の児 嗷を迎 えて くれました， 自己紹介や

ゲームによる５年乍 児嗔|可|この 交流会は，小学｜年時

から学 校活動の紹 介や 文通 などに より親交を温めてき

た児I吸の 初め ての 対面の場 となり ました｡

歓迎 セレモニ一に続 き夕刻から「潮風集会」が行わ

れ， 内気貿小全校唯 と共に， スプ ー冫 運びや 紙テープ

相撲 などのゲームを楽 しみました ，夜は両校の兜 呶が

一緒 に弗 泊，友との謡らいは夜 更け まで続 きました

翌||はカ ヌーや和船を 体験，海辺 ならではの 楽しみを

満喫 しました｡

こ れらの活動を通じ 双力’の 親交はさらに深まり，楽

しい思 い川となり ました｡ 冬にはIJti気貿小の 友姓が小

坂に やって きて，‘=’;|二での交漉が 行われます　|li会を

約束し て．川路にり き

ました

西気賀小の児童とと
もに和船を楽しむ小
坂小の児童

新しい地区の拠点に

7月11日 、小坂農村総合管 理セン ターの

安全祈願祭が行われまし た。この施設は国

の農 村総合 整備統合 補助事業 によ って建

設されるもので、季節 保育所、多目 的ホー

ル、集会室など からなるもので す。

これにより 、他地区と同様の施設が小坂

地区に誕生することとなり 、地区の皆さん

の待望の施設と なり ます。

安全祈願祭では､ 地区の代表の方たちや

町議会議員、工 事関 係者が集まり、工事の

無事を祈り まし た。

国
見
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ

交

歓
会
（
水

泳
）

ず
成
1
5年
皮
国
見
町
小
学
校

ス

ポ
ー
ツ
交
歓
会
（
水
泳
）
が
7
U
2
8

囗
森
江
野
町
民
プ
ー
ル

に
お
い
て
聞
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
小
学
校
か
ら
６
年
生

が
参
加
し
、
親
雌
と
交
流
、
水

泳
技
術
の
向
上
を
日
的
に
、
例

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

元
気
に
水
し

ぶ
き
を
あ
げ
熱
職

を
繰
り
広
げ
、
人
会
紀
録
の
更

新
な
ど
好
・記
録
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
回
枚
児
曦
へ
の
応
援
は
も

ち
ろ
ん
、
学
校
の
垣
根
を
越
え

た
声
援
も
飛
び
交
い
ま
し
た
。

成
紋
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子

１

０

０

ｍ

自

由

形

廴

赤

坂

貴

志

（
小

坂

）
・．２
・
佐

藤

他

郎
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小

坂
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胥

阿

部

真

登
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藤

田

１

）

5
0
m自

由
形
・Ｊ

羽
根
嘉

竃

（
■

Ⅲ

１
）
・ｔ

赤

坂
政

志
（
小
坂

）

ｊ

八

鳥
人

地

（
藤

川

亠

5
0
m平

泳
ぎ
・ｊ

羽
根
嘉

竹
匸

■

川
１

匸

‐２‐
・
石

幡
ｈ

．
郎

（
■

Ⅲ

旦

・
す
鈴
木

忍
（
藤

川

２

）
2
5
m

自

由
形
・Ｊ
佐

藤

健
郎

（
小

坂

）
・
す
八
島
人

地
（
藤

川

１

）

ｔ

鳥

橋
宏

竹

（
藤

Ⅲ
２

）

２
０

０

ｍ

リ
レ

ー
ｔ

小

坂
・２
．・藤

Ⅲ

１
‐３
・藤

川

２

女
子

１
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ｍ

自

由

形

１
．・佐

藤

秀

笂
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藤

川

１

）・２
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藤

山

笂
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森

江
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塚
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坂
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m

自
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形
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占
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え

り

（
膝
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佐

藤

山

笑

（
森

江

野

）

３
．・梅
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思

保

（
小

坂

）
5
0
m

平

泳

ぎ
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‐１
．佐

藤

秀

美
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藤

………
１

）
ぶ

佐

藤

美

帆

（
小

坂

）

ふ
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Ⅲ

愛
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｛
藤
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｝
2
5
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自

由

形
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｡
‐
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田

え
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■
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１・
）
ｔ

。冨

塚

綾

ｆ

（
小

坂

）

ま
・
蓬

Ⅲ

晃

子

（
森

汪

野

）

２

０

０

ｍ

リ

レ

ー

士

藤

川

ｌ
ｙ

森

江

野

③

小

坂

男

子

・

女

子

混

合

２

０

０

ｍ

リ

レ

ー

①

森

江

野

②

小

坂

３
大

木

戸



保 健 だ よ り

保健福祉課

乳がん検診を
受けましょう！

期　 間 � 受付時間 � 場　 所

９月24･26、10

月1 ・ 3 ・ 8 ･10･15･17･22･24･29日
の11日間 �13:30

～14:30 �
公立藤田総合病院　

乳がん検診会場

バスタオルを必ず持参してください。

30歳以 上の 女 性を 対 象に 乳

がん検診を 行い ます。

＊受診対象 者には､ 後日受 診

票を個別に 通知 いたし ます。

※唇の健康 管理世帯 調 査アンケ ートで 町の 検診を希 望しな かった方 で、新

たに検 診を希 望する場合 は、保 健福祉課　 保 健グループ まで連絡 願い ます。

育　児　教　室
該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成15年３月～４月生まれの乳児 �10 月２日(木) �午後１畤30分～午後1  時 45分 �
観月台文化センター

第１和室

【検診内容】身艮・体皿測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など
（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診
該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成15年６月生まれ）

・９か月児（平成14年12月生まれ） �10
月23日( 木) � 午後１時3)分～午後２眄 �

観月台文化センター　

第１和室

【検診内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

ﾎﾟﾘｵ 集団予防接種

実 施　日 �対象地区 � 受付時間

平成15年10月７日(火) �藤田地区 �
午後１時30分

～午後２時
平成15年10月８日(水) �籖田地区以外

平成15年10月22日(水) �指定なし

会　　 場

観月台文化センター大研修室

【対 象乳 幼児 】

実施日に満３か月からｌ〕月未満までの１回もしく

は２回未投与の乳幼児
●注意すること･･･６週間以上の間隔で２回投与しま

す。

〈持 参する も の〉

☆ポリ オの予防接種予診票を記入し、母子健康手帳

と一緒にお持ちください。

☆
食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
!
!

鳥

温
多
湿
の
日

本
の
夏

は
、
食
中
毒
菌

の
絶

好
の
増
殖

シ

ー
ズ
ン
で
す
。
こ

の
季
節

は
と

く
に
術
生
而

に
気
を
つ
け

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

夏

場
に
お
け

る
食

べ
物

に
つ
い
て
は
、
「
変
な
に
お
い
が

し
な
け

れ
ば
人

丈
夫
」
、
「
賞

味
間
限

が
過
ぎ
て

い
て
も
熱

を
加

え
れ
ば
大
丈
夫

」
、
「
冷
蔵
川

の
巾
に
は

い
っ
て

い
た

か
ら
安
心
」
、
な
ど
と
間
違
っ
た
認
識

が

家

庭
で
の
食

中
毒
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

正

し
い
予
防
知

敵
を
身
に
付

け
、
暑

い

夏

を
健
康
に
過

ご
し

た
い
も
の
で
す
。

食
中

毒
の
予
防
方
法

①
食
べ
物
を
扱
う
前
に
手
や
調
理
器
具
を

十
分
に
洗
う

②
食
べ
物
の
賞
味
期
限
は
必
ず
守
る

③
生
で
の
食
事
よ
り
加
熱
処
理
の
食
事
を



インフォメーション

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
島
県
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案
の
策
定
に
ご
参
加
を

１
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
は
？

○
平

成
1
2年
度

の
都
市

計
画

法

の
改
正

に
伴

い
、

す

べ
て
の
都

市
計
画
Ｋ

域

に
お

い
て
、
平

成
1
6
年
度

ま
で
に
「

都
市
計
画
区

域

マ
ス
タ

ー
プ
ラ

ン
」
を
定

め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

都

市
計

画

マ
ス

タ
ー
プ

ラ
ン
は

、
都

市
計
画

法
第

六

条
の
二

に
基

づ
き
、
都

市

の
将
来

像
を
明
ら

か
に

す

る
と
と
も
に
、
都

市
計

両
区

城
の
盤
備

、
開
発
及

び
保

全
の
方

針
を
定

め
る

も
の
で
す
。

福
鳥

県
に
お

い
て

は
、

県
内

の
一
二
十
三

の
都
市
計

両
区

域
す
べ
て
に
つ
い
て
、

都

市
計

画
区
域

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
定

め
る
こ
と
と

し
て

い
ま
す
。

２

・
都
市
計
画

区
域
マ
ス

ダ
ー
ツ

フ
ン
策
定
の
効
果

○
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
、
当
該

区
域
の
土
地
利
用
や
、
都

市
施
設

の
整
備
等

に
関
す

る
主
要

な
都
市

計
画

の
決

定
の
方

針
を
定

め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

こ
の

マ
ス
タ
・
Ｉ
プ
ラ
ン

が
定

め
ら
れ

る
と
、
そ
の

都
市

計
画
Ｋ

誠
に
つ
い
て

定
め
ら

れ
る
個

別
の
都

市

計
画

は
。
マ
ス

タ
ー
プ
ラ

ン
に
即
し

て
適

切
に
定

め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３

・
意
見
の
募
集

○
福

鳥
県
で
は
、
現
在
、

そ
れ

ぞ
れ
の
地

域
の
課

題

に
対

応
し
た
、
実
効

性
の

あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

な

る
よ
う
、
プ
ラ
ン

の
素

案

づ
く
り
を
進

め
て
お
り

ま
す
。

こ
の

マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン

の
素

案
に
つ

い
て
、
県

民

の
皆
様

か
ら
幅
広

く
ご
意

見

を
い
た
だ
き
、
計
画

案

の
策

定
の
参
考

に
し
た
い

ち
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
県
民
の
皆
様
に

素
案
の
前
提
と
な
る
資
科

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
致
し
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
ご
覧
の
上
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

４

・
問
い
合
せ
先

県

庁

都

市

計

画

グ

ル

ー

プ

ｇ

５

２

１

－
7
5
0
7

フ

ァ

ッ

ク

ス

５

２

１

－

７

電

子

メ

ー

ル

ｔ
ｏ

ｓ

ｈ
ｉ

ｋ
ｅ

ｉ
ｋ
ａ

ｋ

ｕ

＠
ｐ
ｒ
ｅ

　
．
ｆ
ｕ

　
ｕ
ｓ

ｈ
ｉ
ｍ
ａ

？

ｊ

県
民
就
職

セ
ミ
ナ

ー
開
催

県
で
は
、
求
職
巾
の
皆

さ
ん
の
早
期
就
職
を
支
援

す
る
た
め
、
次
の
口
程
で

県
民
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
閧
催
し
ま
す
。
現
在
、

就
職
活
助
を
行
っ
て
い
る

方
で
、
県
内
に
お
住
ま
い

の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
受
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
下
記
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
城

川
保
険
の
手
続
き
を
さ
れ

て
い
る
方
は
、
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
受
講
は
基
本
手
当
受

給
に
必
要
な
求
職
活
動
と

み

な

さ

れ

ま

す

の

で

、

セ

ミ

ナ

ー

受

溝

者

証

を

交

付

し

ま

す

。

募

集

チ

ラ

シ

は

地

方

振

興

Ｑ

企

画

商

工

部

又

は

（

ロ

ー

ワ

ー

ク

に

て

、

た

だ

今

お

配

り

し

て

い

ま

す

。

▼

日

時

…

９

月

１

日

（

月

）

～

３

日

（

水

）
９

時

～
1
7

時

▼

フ

ォ

ロ

ー

相

談

会

・
：
1
0

月

１

日

（

水

）

▼

場

所

…

柵

島

市

コ

ラ

ッ

セ

ふ

く

し

ま

▼

内

容

…

次

の

仕

事

の

選

び

方

、

就

職

活
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を
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。
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先
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施設の無料開放
「福島県民の日（ ８月21日）」と 「仮称

く にみの日（ ９月23日）」は 、町民 のみな

さ まに限り、次の 公共施設を無料で開放い

たしま す。

【無料開放する施設】

･観月台文化セン ター（ 入浴施 設と体育館

を含む）

･上野台運動公園施設（総合運動場、テニ

スコ ート．プール（ ８月21日の み）、上

野台 体育館、グリーンアリ ーナ923、柏

葉体 育館）

・地区中央 集会施設（森 江野町民会館・森

江野体 育館､ 東部高齢者等活性 化センタ

－･ 体育館、大木戸ふれ

あい センタ ー)

・町立小中学 校施設

(校庭、体育館等)



インフォメーション

一
筆
地
調
査
開
始
…
国
土
調
査
事
匐

・
今

年
皮
の
国
上
調
査
事

業
は
鳥
収
、
内

谷

地
区

で
、
８
月
2
6
日
か
ら
一
筆
地
調

査

が
始

ま
り
ま
す
。
地

権
者
の
立
会

い
の
も

と

、
国
上

調
査
推
進
委
Ｕ

の
協
力
を

い
た

だ
き
な
が
ら
実

施

い
た
し
ま
す
。
一
筆

地

調

査
は
Ｈ
月
2
1
日
ま
で
の
予
定
で
行
わ
れ

ま
す
。
地
区

の
皆
様

の
ご
協

力
を
お
願

い

し

ま
す
。

問
い

合

わ
せ
　

企
画

財
政

課

国
上

調

査

グ
ル
ー
プ
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調
査
地
区

鳥
取
第
２
・
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谷

第
２
地
区

大
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鳥
取

（
大
石
ヶ
平
、
小
幡

、
楮

ヶ
作

、

股

根
ヶ
窪

、
狼
7
.
沢
、
柿

山

沢
、
雷

神
平
、
ア

ケ
ピ

森

、
Ｆ

鈍
平

、
上

鈍
平

、

人

窪
堰
上

、
人

窪
、
大
猪

沢

、
水
無
、
収
下

、
峠

ド
）

大

字
内
谷

（
谷

地
人

、
花

舘
．
山
越

、
場

佐
内

、
消

上

、
柬
、
束

脇
、
舘
脇

、

鶴
巻
Ⅲ

、
岩
ド
、
三
角

Ⅲ
）

法
務
な
ん
で
も

無
料
相
談

福

鳥
地
方
法
務
局
で
は
、

行

政
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と

し
て
、
法
務

局
で
取
り

扱

っ
て
い
る
業

務
に
つ
い
て
、

気
軽

に
相
談

で
き
る
よ
う

「
無
料

相
談
所
」

を
開
設

い
た
し

ま
す
。
秘

密

は
厳

守

さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
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９
月
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日
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日
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午
前
1
0
時
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午

後
４
時
ま

で

▼
場
所
…

「
巾

合
」
福

鳥
店

二
番
館
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階
▼
相
談

内
容
・
：
登
記
・
人
権
擁
護
・

戸

籍
な
ど
法
務
関

連
全
般

▼
電
話

に
よ

る
相
談
も
介

せ

て
受

付
け
ま
す
。
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県北の魅力を知る！参加者募集
県北の十七市町村で構成する｢ふくしま拠点まちづ

くり協議会｣では､“わたしたちが住む県北地方の魅力

をも つと知ろう を゚テーマに【ふるさと体験バスツア

ー】を実施します。

●･開 催 日　10月19日(日)

･･参加対象 県北地方に 住む ①小学生とその保護者

(２名１組)②中学生以上の方

●内　 容　Ａコース｢ こけし・ガラス絵付体験｣( 観

月齢公園等を巡ります｡) Ｂコースくだもの狩り｢ 柿

狩りJC コース｢ 手織物体験｣ ０コース｢ 和紙すき

体験JE コース｢ 焼き物体験｣

●･集合場所。眄問等については、抽選結果とあわせて

ご迎絡いたします

卜･募集人員…吝コース45名(応募多 数の場合コース毎

は抽選)

●参 加 費…大人1､5{Ｘ}円 小学生1､000円(昼食代含む)

●応募方法…往復はがき( １枚で２名まで応募できま

す｡)また､ホームページから応男できます。

http//abukuma 1 7.tukushima. fukusi ma .jp

●応 募 先･･･〒960－圏01福鳥市五老内町３－１

福颶市役所内福島地方広域行政事務組合

●･応募締切…９月ｌ〕日必魍

問い合わせ･･･国見町企画財政課(585)2927

又は福颶地方広域行政事務組合(  1  ) 12

県
北
下

水
道
ま
つ
り

県

北
浄
化
セ
ン

タ
ー
が
運
転

を
開
始
し
て
か
ら
８
年
凵

を
迎
え

、
み
な

さ
ま
の
更

な
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て

い

た
だ
く
た
め
に
、
「
下
水
道
ま
つ
り
」

が
開
催

さ
れ
ま
す
。

見

学
会

や
楽
し

い
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、

ご
家

族
や
お
友
述
と

ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日 時 ： ９月 ６日( 土)

午 前1( 塒 か ら 午後 ３ 畤 雨 天 決 行

場 所 ：アクアクリーンあ ぷくま{東北淨化t!ﾝﾀｰl

内 容 ：

見　 学･･･ 水 処 理 施 設 開 放 、 水 質 浄 化 微

生 物 観 累

イ ベ ン ト …フ ワ フ ワ 、 歌 手 の ト ー ク ＆ ラ

イ プ マ ス の つ か み 取 り ． 下 水 通 ク イ

スラ リ ー 、フ リ ー マ ー ケ ッ ト 、 ラ ジ オ

生 中 継( ラ ジ オ 福 島)

親子で楽しむ相馬港見学会参加者募集

相馬港内 の施 設をバ スと船で 巡る 見学 会を 閧

俄し ます。

卜･日　　畤　10 月19日(1)) 午前10時30 分からと、

午後１時30分からの２回開催( 各２時 間)

･･募集定員　 親子80名( 応 募多数の鳩合は抽選)

加･参 加 費　 ｌ 人ri円
･･参加資格　 小中学生で保凌者同伴に限 ります。

なお、 見学 会終了後に簡単な感想文を提 出し

てもらい ます。

･･応募方法　 はが き又はFMに 希望 する時 間と参

加　 者全11の 住所・氏名・年齢・学年・電 話

番　号 を明 記のこと。

●･締　 切　 ９月261刊 水)必着

･･申込・問い合わせ　 県相馬港湾建設事務所

〒967べ)021 相馬市原釜字大津186－ 】

0244 ･ 一 -  ー8332 244   ー  ー38 一 -6 2

電話加入権等公売

福島県で所有する電話加入櫂及び電話利用

権を一般競争入札により公売します。

黔とき　平成15年９月26日(金)午前10時から･

・ところ 福島県庁東分庁舎内会議室

★問い合わせ先 福島県県北地方振興局

県税部納税グループ ｆ?521 ｰ 7



伊
達
地
方
消
防
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
火
器
の

廃
棄
処
理
に
つ
い
て

老
朽
化
消
火
器
等
の
破

裂
に
よ
る
人
身
事
故
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
一

般
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い

る
老
朽
化
消
火
器
を
回
収

し
事
故
防
止
を
図
る
こ
と

を
日
的
と
し
て
い
ま
す
。

不
要
と
な
っ
た
老
朽
化

消
火
器
（
お
お
む
ね
製
造

年
か
ら
８
年
以
上
経
過
し

た
消
火
器
で
、
外
而
及
び

底
部
に
腐
食
、
傷
、
変
形

が
あ
る
消
火
器
）
に
つ
い

て
は
、
放
射
解
体
等
の
廃

棄
処
理
を
自
ら
行
う
こ
と

な
く
、
引
収
り
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
に
速
や
か
に

廃
棄
処
理
を
依
頼
し
て
下

さ
い
。

○
回
収
方
法
　
消
火
器
販

売
・
廃

乗
協
力
業

者
へ

持
ち
込

み
を
原
則

と
し

ま
す
。

○
回
収

費
用
　

処

分
科
は

有

償
に

な
り

ま
す
。（
Ａ

Ｂ
Ｃ

粉
末
消
火
器
十

型

以
下
で

。
本
千
円
程
度
）

○
そ
の
他
　

消
火
器

を
廃

棄

し
た
場
合

は
、
引
き

続

き
消
火
器

を
設
置

さ

れ
、
万

が

。
に
お
備
え

ド
さ
い
。

訪
問
点
検
に

ご
注
意

消
火
器

の
不

適
切
な
点

検

等
を
行
う
豪
者
に
よ
り
、

不

適
切

な
点
検
の
実
施

、

消
火
器

の
未
設

置
状
態

、

不

当
に
高

い
点
検
手

数
料

の
請
求

な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル

が
各
地

で
発
生
し
て

い
ま

す
。

点
検
業

者
の
手
口

は

○
消

火
器
を

た
く

さ
ん
設

冊
し
て

い
る
防
火
対

象

物
を
狙

っ
て
き
ま
す
。

Ｏ
出

入
り
の
点
検
業

膏
を

巧
妙

に
装
い
ま
す
。

Ｏ
点

検

の
承

諾
を
あ

い
ま

い
に
す

る
と
、
素

叺
↑く

消

火
器

を
集
め
だ
し
ま

す
。

○
内

容

を
説
明
せ
ず
、

。

見

合
法

的
な
書

而
に
署

名
、
押
印

を
求
め
て

き

ま
す
。

＊

不
適
切

な
点

検
や
商
額

計
求
を

す
る
点

検
業
者

が
、
居
直

っ
た
り
、
脅

迫
的

な
。召
動
に
出

た
時

は
、
警
察
署

、
消
防
器

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問

い
合
わ
せ
は
伊

達

地
方
消
防

組
合
中
央
消

防

署
西
分
桝

ま
で

ｎ

５
８
２
－
3
1
9
0

住宅・土地

統計調査に

ご協力ください

10月1 日 、 全 国 で 住

宅 ・土 地 統計 調査 が行

われ ま す。この 調 査は

住宅 ・土 地に 関 する最

も 基 本的 な調 査 で、そ

の結果 は 豊かな 暮らし 、

やさし い 住まい の ため

の基 礎資 料と なり ます。

知事 から 委嘱 さ れた 調

査員 がお 伺い し ますの

で 、皆 様のご 理 解とご

協力 をお 願いし ま す。

問い 合 わせ

企 画財 政課

企 画財 政グ ループ

？?5  ｰ 2927

児童扶養手当制度が
変わりました

児童扶養手当は離婚等によ

り、父親のいない児童を養育

している母親、あるいは母親

にかわり養青している方に支

給される手当で､本年4月より

この制度の一部が改正されま

した。

・離婚等をした場合、父親か

ら支払われる養育費について、
児童が受け取った分も所得に

含まれるようになりました。

○現況届忘れずに

8月は児童扶 養手当現況届

及び特別児童扶養手当所得状

況届の提出月です。受給（対

象）者には通知を差し上げま

すので、忘 れずに提出して下

さい。

保健福祉課福祉グループ

7?585  ｰ 2793
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( 口| 刻1 までに.91 町窓口で受1扎 た方で.11

鳶 をlfする方を掲敵しましたｊ

掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

９月の心配ごと相談

s 社 る 日･||･ 二執　li ，゙

件 物 広 第

門 5  物 年 小坂 鯛･ 气

lii欠圖 フミ气

1211ｔ lli･ 輝大14

松i･ ひろ|･･叭

ｓII･ 参ja 木･l 人s。

_・f･!重心r,l ，

●場所 隋竭{ ２繭} ●|凛１!
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人口と世帯
平成15 年７月｜ 日現在

人口1  973 人(  十 1 )

男5.272 人（－６）

女5.701 人(  十 お

出生 ４人 死亡 ６人

転入２６人 転出23 人

世帯3223 世帯( 十 6 )



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生 涯学習課
(観月台文化センター)

( 585 ) 2670 FAX ( 585 ) 2707
shogai@town.kunimi.fukushima.jp

小
年
仲
問
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ

じ

月
ニ

ト

九
日

か

ら
．．
．卜

．

凵

の
日

程

（
．
．泊
三

日

）
で

宮

城
県

国

卜
一
雨
蔵

に
に
冂
少

年
野

営

場

に
お

い
て

学
級

生

．
．
卜

八
名

が

キ
ャ

ン

プ
生
活

を
体

験

、
人

自
然

を
満

喫
し

て

き
ま
し

た

【

．
日
日

】
野
営

場
に
到

杵

後

は

、
近

く
に

あ

る
水
芭

熊
の

森

ま
で
（

イ
キ

ン

グ
．
沢
沿

い
を

散
策

し
て

た

ど
り

着

い
た
広

場

で
食

べ

た
予

づ
く

り
弁
当

の
笂

味
し

い
こ
と

．

午

後

は
、

野
営

場

に
戻

り

．叺

腐
づ
く
り
を
初
め
て
体
験
し
ま

し
た
　
人
．叺
を
砕
い
て
搾
り
、

．叺
乳
と
お
か
ら
に
姿
を
変
え
な

が
ら
出
来
ｈ

が
っ
た
．叺
腐
は
、

気
味
し

い
令
気
と

．
紺
に
い
た

だ
き
ま
し
た

Ｔ

日
日
】
残
念

な
が
ら
空
は
、

雨
模
様
で
し
た
が
、
杉
の
丸
人

で
イ
ス
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
．．
町
内
の
国
坏
郤
栄
さ
ん
に

指
導
を
々
け
な
が
ら
、
自
分
専

川
の
ｆ

づ
く
り
イ
ス
を
什
Ｌ

げ

て
素
敵
な
お
ｈ

産
に
な
り
ま
し

た
仔
．食
は
、
班
毎

に
協
力
し
な

が
ら
回目
竹
を
組
み
、
竹
で
芥
を

作
り
、
麺
を
ゆ
で
、
み
ん
な
で

お
ｆ
裝
の
流
し
そ
う
め
ん
を
食

べ
ま
し
た
．

夜
に
な
る
と
巾
も
齔
み
、
メ

イ

ン

の
キ

ャ
ン

プ
フ

ァ
イ

ヤ

ー

と

な
り

ま
し

た
．

火

を
洲

ん
で

み

ん

な
で
輪

に

な
り

、
自

然
か

ら
受

け

る
恩

忠

に
感

謝
し

な

が

ら

友
情

を
誓

い
合

い
儀
式

は
厳

粛

に
執

り
行

い
ま

し

た
・
．
後
ｔ

は

、
班

毎

に
ス

タ
ン

ツ
を

披
琳

し

ま
し

た
．

ク

イ
ズ

や
組

体
操

な

ど
そ

れ

ぞ
れ

思
考

を
凝

ら
し

て

楽
し

い
ひ

と
と

き

を
過

ご
し

ま
し

た

．

『

目
日

』
森

の
朝

、
す

が
す

が
し

い
日

覚

め

で
キ

ャ
ン

プ
の

最

終
日

を
迎

え
ま

し
た
・．

朝
食

後

は

、
使
川

し

た
キ

ャ
ン

プ
施

設

を
念

人
り

に
清

掃
し

て

家
族

が
待
つ

国
見

町

ご

参

加

者
は

、
自

然
と

ふ

れ
あ

い
、
仲
間

と

寝
食

を
共

に
し

て

助

け
合

い
な

が

ら
の

創
作
活

助

や
野
外
活
助
を
通
し
て
、
協
調

性
と
自
Ｌ

性
を
μ

め
る
こ
と
が

で
き
、
夏
休
み
の
思
い
出
に

．

ペ
ー
ジ
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た

行事のお知らせ
《 ８月 》

23日(土) 町民陶芸教室

29日(金) 成人学級(太極剥

子育て教室(手作りおもちや)

30日(土) 町民陶芸教室

《 ９ 月 ）

１日(月) 休館日

２日(火) 阿津貿洒学級(書道)

子ども移動図同館(小坂小)

３日(水) くにみ女性教室(読麹の世界)

４日(火) 子ども移動図賁館(森江野J

8日(月) 子ども移動図書館(大木戸小)

９日(火) 阿津賀志学級(料理教室)

10日(水) 子ども移動図俐館(大枝小)

1/　　　阿津賀志学級(芙容教室)

11日(木) 子ども移動図書館(藤田1 年)

12日(金) 成人学級(見字字習･町の文化Ｍ)

子育て教室(.野外活動)

阿津賀志学級

(交通･火災事故防止)

13日(土) 町民陶芸教室

16日(火) 子ども移動図書館(藤田２年)

19日(金) 合同学習(スポーツ民踊)

20日(土) 町民陶芸教室

22日(月) 子ども移動図言館(藤田３年)

26日(金) 成人学級(文学散歩)

合同学習くスポーツ民踊)

27日(土) 少年仲間つくり( ハイキング)



観月台
文化情報

津軽ひろ子

歌謡ショー

9月１４日( 日)

午後６時～

入場無料

古典鑑賞会
｢平家物語のタベ｣

～語り芝居と琵琶による～

９月１９日( 金)

午後６時開場( 午後６時半開演)

入場料　 ３,０００円( 前売り)

3.500 円( 当日)

親子映画館
｢ハリー･ポッターと

秘密の部屋｣

９月２０日( 土) 午後1 畤半

入場料　３００円

(小学生以上)

問い合わせ●●・ 生温学 置 第 0  (  5  )  26ﾌ６

あなたもマジシャン

町民手品教室　参加者募集

・開講日

９月 ９日 （火 ）､９月16 日 （火 ）、

９月22 日 （月 ）．（ ３回 コース ）

・期所 観月台文化センター大研修室

・時間　午後７眄～午後9  時 ( 2 時問）

・定目 ３）名

・講師　日本奇術会員福島市

斎藤久男先生

・対象 国見町に在住又は町内の職場

に勤務する方

・参加費3,000 円（材料、用具代）

・申し込み及び問い合わせ

９月２日（火）まで生涯学習課生涯学

習グループへ。電話での申し込みも

受付けます。（n585 －2676）

三
学
級
合
同
学
習
会

「
町

政
を

知

る
」

八

月
一

日

、
観
月

台

文
化

セ

ン

タ
ー

ホ
ー

ル
で

開
催

さ

れ
、

冨
永

武
夫

町
長

よ

り

「
合
俳

問

題
」

に

つ

い
て
の

講
話

を
聴

き

ま
し

た

。

明

治

時
代
と

昭

和
時
代

に
行

わ

れ
た
二

度

に

わ
た

る
合
併

の

経
過

が
述

べ
ら

れ
た
後

、
今

回

の
市

町

村
合

併

の
必
要

性
と

し

て
・
。卜
住
民

の
生
活

圏

の

拡
人

か
地
方

分
権

の
進

展

１
少
子

高
齢

化

の
進

行

4
 
2

’・
新

た
な
行

政

需
要

の
発

生

‐Ｊ

厳
し

い
財
政

状
況

に
つ

い
て

わ
か
り

や

す
く

例
を

挙
げ
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
市
町
村
合
併
の
メ
リ

ッ
ト

ー
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
今
現
在
は
合
併

の
必
要
性
を
感
じ

な
く
と
も
、

近

い
将
来
、
介
併
へ
の
道
を
辿

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
お
話
し
で
し
た
。

川
席
し
た
Ｉ
自
余
名
の
学
級

生
は
配
布
さ
れ
た
資
料
を
見
な

が
ら
、
ｗ
ｍ
水
町
災
の
お
話
に
熱

心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
、

町民大運動会は

10月12日(日)

平 成15 年度 の国 見町 町民 大 運動 会 は、10

月12 日( 日) に､ 総 合運 動 場( 雨 天 時は

グリーンアリー ナ923 ) で開 催しま す。

今年も､ より多くの 方々 に参 加して い た

だくた めに 競技種目について の再検 討し、

数 種目の 入 れ替えを 行いまし た。

種目 は､旧 町村 単 位の 地区対 抗 競技､ 個

人競 技､そしてフリー参 加など26 種目で す。

また､ 表 彰式 後には､ お 楽し み 抽 選会もあ

ります。

参加とりまとめは､ 町内 会 長さ ん や地 区

スポーツ 振 興 会の 方 にお 願いして い ます

の で､ たくさ ん の 方 の参 加､ お 待ちし てい

ます。



国見ニュータウン

61区画
好評分譲中

夢
を
描
け
る
街

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
、
ゆ
と
り
安
ら
ぎ
、

そ
し
て
快
適
性
を
集
大
成
し
た
街
、
国
見

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。

さ
ら
に
お
求
め
や
す
く
、
支
払
条
件
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

契
約
時
に
購
入
代
金
の
1
0％
を
支
払
い

た
だ
き
、
残
り
は
３
年
以
内
の
分
割
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
借
り
入
れ
に

よ
る
一
括
支
払
の
場
合
は
３
年
以
内
の
利

子
補
給
も
あ
り
ま
す
。

国
見
町
が
国
土
交
通
省
「
新
ふ
る
さ
と

マ
イ
ホ
ー
ム
推
進
事
業
」
の

補
助
の
も
と
、

し
つ
か
り
つ
く
つ
た
安
心
さ
に
、
さ
ら
に

お
求
め
や
す
さ
を
プ
ラ
ス
。
こ
の
機
会
に

是
非
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

国見町がしっかり完成造成。

上下水道が完備された理想の町。
クリーンな 街 づくり ll ・ |゙ 水 丿首‘完 鰯i

お求めやすい価格が魅力 加μ バ叶 い叶川JJIlj加i

お好みで広さが選べる 7潸･|:脯朏酘 ㈲げ垉

人にやさしい 街 段抑) ない中道と歩道

分譲地内に憩いの 憩い副 帚地公|帽 力所

子供も高 齢者も

安心して暮らせる街。 お れり 地糾 |幌|鴪 碌
にい

;F9?rtrめ
１

おすすめ
２

国見町が

しつかり支援

ニュータウン分譲斡旋奨励金

支援事業として分纏の斡旋を
頂いた場合､１区画あたり３０

万円が支給されます。

建てると有利

UIターン者建桑推奨吊業とし
て土地家屋に関わる固定資産

税1ヵ年分が交付されます。

お申込み・お問い合わせ

国見町企画財政課
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

585 ｰ2927

▼七夕出品の作品

小坂小２年

梅谷菜月

卜
虹
の
空

小
坂
小
４
年

遠
藤
香
織

▼夢のワクワクボックヌ 小坂小６年

阿部大輔

▲七夕出品の作品

小坂小２年

渡邊茜

編

集

発
行

国
　

見
　
町

〒

９

６

９

１

１

７

９

２

福

島

県

伊

達

郡

国

見

町

大

字

藤

田

宇

一

丁

田

二

２

の

Ｉ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｏ

２

４

１
５

８

５
－
２

１

１

１

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

２

４
－
５

８

５
－
２

１

８

１

ｍ

訳
 
Ⅷ
 
. 
畑
 
n
i
m
i
.
f

 
u

Ｃ

鼈
　
．
　
ｔ
Ｍ

　
米

一
ヨ

ー’１

１

１

笋

謇

小
さ
な
天
才
た
ち
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